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　内子町では８月から子育て世帯を支援する子育て応援券を交付します。紙おむつ購入
に使用できる「愛

え が お

顔っ子応援券」、子育て用品購入に使用できる「うちこ子育て応援券」の
２種類です。平成29年４月から７月に出生した該当者には、８月以降個別に案内文を郵
送します。応援券を利用できる登録店舗は、交付時に対象者に伝えます。また内子町の
ホームページにも掲載しています。

マ
マ
、
パ
パ
、

　
　
助
か
る
ね
〜
♡

◎登録店舗も随時募集
登録店舗の指定を希望される場合は、お気軽に問い合わせください。
【申請・問合せ先】　保健福祉課　児童福祉係　☎０８９３（４４）６１５４

２種類　あるよ！

最大で

86,000円分

の応援券 

子育て応援券子育て応援券

うちこ子育て応援券　

●対象者　
平成29年４月１日以降に出生した全出生
児の保護者

●使用場所
内子町内の子育て用品を扱う登録店舗

●応援券
36,000円分（3,000円× 12枚）
●対象商品
▷乳児の子育てに必要な製品

授乳関連商品（粉ミルク、哺乳瓶、搾乳
機、）・衣類（ベビー服、ベビーシューズ）・
離乳食・おむつ関連商品（紙おむつ、おし
りふき）・チャイルドシート・
絵本・電化製品（加湿器、
空気清浄機）など

愛
え が お

顔っ子応援券

●対象者　
平成29年４月１日以降に出生した第２子
以降の子の保護者

●使用場所
内子町内の乳幼児紙おむつを扱う登録店舗

●応援券
50,000円分（1,000円× 50枚）
●対象商品
▷紙おむつ

花王㈱　メリーズ

大王製紙㈱　グーン

ユニチャーム㈱　ムーニー、マミーポコ
※愛媛県愛

え が お

顔の子育て応援事業の協賛企業

　３社の製品が対象

《申請の手続きについて》
申請の手続きは役場で行えます。手続きをしないと交付できないの
で忘れないようにしましょう。
●申請に必要なもの
保護者の身分証明書、印鑑、母子手帳（愛

え が お

顔っこ応援券申請時）

マ
マ
、
パ
パ
、

　
　
助
か
る
ね
〜
♡

子育てママ・パパに朗報子育てママ・パパに朗報
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　「愛顔つなぐえひめ国体」のデモンストレーション
スポーツでは、さまざまな競技の魅力を紹介する
ため、ちょっと珍しいスポーツなど28競技が県
内各地で開かれます。
　内子町で行われるのはパラグライディング。多数
のパラグライダーが悠々と大空を舞う光景は圧巻
です。この機会にぜひ、競技の魅力に触れてみ
てください。
●日時　９月９日（土）午前10時30分～
※悪天候時は10日（日）に順延
●場所　神南山フライトエリア
▷テイクオフ　神南山北離陸場
▷ランディング　小田川緑地公園着陸場
【問い合わせ】
自治・学習課　国体推進室（内子分庁舎内）
☎０８９３（４４）２１６０

――愛顔つなぐえひめ国体・デモンストレーションスポーツ――

内子町でパラグライディングが開かれます

＼ もうすぐ開催 ／

次々とランディングするパラグライダー

●
補
助
の
要
件　

建
物
の
所
有
者
ま

　

た
は
占
有
者
が
、
町
内
に
事
業
所

　

を
置
く
建
築
業
者（
下
水
道
接
続

　

の
場
合
は
町
の
指
定
工
事
業
者
）

　

に
施
工
を
依
頼
す
る
こ
と

●
補
助
金
の
額　

対
象
工
事
費
の
10

　

分
の
３
以
内（
上
限
20
万
円
）

●
実
施
期
間　

平
成
33
年
度
ま
で

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課

上
下
水
道
対
策
班　

下
水
道
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
８

　

下
水
道
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普

及
率
向
上
と
、
町
内
業
者
の
利
用
に

よ
る
経
済
活
性
化
を
目
的
に
、「
内

子
町
住
環
境
整
備
促
進
事
業
補
助

金
」を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
　
下
水
道
や
合
併
処
理
浄
化

　

槽
に
接
続
す
る
た
め
の
、
ト
イ
レ

　

改
修
を
主
と
し
た
水
回
り（
台
所
、

　

洗
面
、風
呂
場
な
ど
）の
屋
内
改
修

　

工
事
で
費
用
が
30
万
円
以
上（
消

　

費
税
含
む
）の
も
の

※
新
築
は
対
象
外
。
ま
た
他
制
度
に

　

基
づ
く
補
助
対
象
部
分
は
除
く
。

下
水
道
や
合
併
処
理
浄
化
槽
に
接
続
す
る
た
め
の

工
事
費
用
な
ど
を
補
助
し
ま
す▽

転
換
設
置（
５
人
槽
）の
場
合
＝

　

40
万
円

※
人
槽
区
分
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

あ
ら
か
じ
め
、「
合
併
処
理
浄
化

　

槽
設
置
要
望
書
」を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。（
要
望
書
は
下
水
道
係

　

に
あ
り
ま
す
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課

上
下
水
道
対
策
班　

下
水
道
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
８

　

新
築
の
際
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
た
り
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ

や
単
独
浄
化
槽
か
ら
転
換
し
た
り
す

る
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
個
人
で
営
業
す
る

店
舗
の
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て
、
50

人
槽
以
下
の
も
の
は
補
助
対
象
と
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
の
例
（
限
度
額
）

▽
新
築
設
置（
５
人
槽
）の
場
合
＝

　

33
万
２
０
０
０
円

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
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～資格期間編～
Ｑ：老齢年金の資格期間が25年から10年に短
縮されましたが、10年間年金を納めていなけれ
ば受け取ることができないのですか

A：いいえ。資格期間とは、保険料納付済み期
間と国民年金の保険料免除期間などを合算した
ものです。この期間が10年以上あれば、老齢年
金を受け取ることが出来ます。
Ｑ：60歳になったとき資格期間が10年に満た
ない場合は、受け取れませんか
A：以下の制度などを活用することで、年金を
受け取れる可能性があります。
◎任意加入制度
　本人の申し出で「60歳以上70歳未満」の間に
国民年金保険料を納める制度です。老齢年金の
繰り上げ支給を受けていない人、厚生年金保険
に加入していない人が利用できます。
◎後納制度
　過去5年以内に国民年金保険料の納め忘れが

ある場合、30年9月までの間に限り、国民年金
保険料を納めることができる制度です。

《短縮を機に、年金記録の再確認を――》
　持ち主不明の年金記録は、いまだ約2,000万
件も存在します。昔の年金記録が見つかれば、
受給額が増える場合もあります。本来と異なる
生年月日や名前で届出した可能性のある人や旧
姓で加入していた人などは、年金記録をもう一
度ご確認ください。
　確認を希望する人は「ねんきんネット」や「ね
んきんダイヤル」を利用するか、最寄りの年金
事務所にお問い合わせください。

【問い合わせ】
○ねんきんダイヤル
☎０５７０（０５）１１６５
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５

Pro
　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
で
心
豊
か
に

生
活
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て「
健

康
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
記
念
講
演
の
テ
ー
マ
は

「
笑
い
」
―
―
。
笑
顔
の
あ
る
生
活
は

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
キ
ラ
リ
と
光
る
笑
顔
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
健
康
で

い
る
秘
訣
を
学
び
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
２
日（
土
）

●
場
所　

内
子
町
共
生
館

●
主
な
内
容

▽
午
前
９
時
30
分
～

　

開
会
式
、
高
池
健
康
づ
く
り
優
良

　

者
表
彰
式

▽
午
前
10
時
～　

記
念
講
演

・
演
題　
「
笑
い
の
チ
カ
ラ
～
笑
っ

　

て
心
も
か
ら
だ
も
健
康
に
！
」

・
講
師　

㈶
新
居
浜
精
神
衛
生
研
究

　

所
豊
岡
台
病
院　

枝え
だ
ひ
ろ廣

篤あ
つ
ま
さ昌

院
長

▽
午
前
11
時
10
分
～　

腰
痛
・
膝
痛

　

体
操
、減
塩
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
他

※
水
分
補
給
の
た
め
、お
茶
な
ど
を
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

地
域
医
療
・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

（
五
十
崎
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
５

す
て
き
な
笑
顔
を

持
っ
て
帰
っ
て
ほ
し
い

　精神科医。精神障害の地域
リハビリテーションに取り組む
傍ら、落語家として「笑い」
を生かした地域づくりを実践
している。
　「笑いと健康」「笑いのチカ
ラ」などの演題で各地で講演。
笑顔と健康づくりの普及活動
を続けている。

枝廣　篤
あ つ ま さ

昌  院長

 講師紹介 す
て
き
な
笑
顔
で
健
康
づ
く
り

「
健
康
ま
つ
り
２
０
１
７
」
の
ご
案
内

①
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
／
②
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
フ
ィ
ル
ム
／
③
そ
の
他

●
注
意
事
項

▽
規
定
の
用
紙
に
運
搬
す
る
廃
棄
物 

　

の
種
類
と
量
、
運
搬
者
の
住
所
・

　

氏
名
な
ど
を
記
載
し
た
書
類
を
携

　

帯
し
て
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
運
搬
す
る
車
両
に「
廃
棄
物
収
集

　

車
」と
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課　

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

　

農
家
で
不
用
に
な
っ
た
マ
ル
チ
や

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
の
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収
し
ま
す
。
搬

出
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
適
正
な
処
分

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
回
収
日
時　

９
月
１
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

●
場
所　

愛
媛
た
い
き
農
協
和
田
柿

　

選
果
場

●
搬
出
方
法　

１
し
め
当
た
り
10
～

　

15
㌔
程
度
と
し
、
次
の
①
～
③
の

　

種
類
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
１
日
は
内
子
・
五
十
崎
地
区
、

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
日

　

障
が
い
に
つ
い
て
共
に
学
び
、
地

域
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

８
月
25
日（
金
）
午
後
１

　

時
～
４
時
45
分

●
場
所　

内
子
町
共
生
館

●
内
容　

演
題
／
講
師

▽
講
演
①　
「
保
護
者
側
の
視
点
に

　

立
っ
た
特
別
支
援
教
育
」
／
ラ
イ

　

フ
サ
ポ
ー
ト
こ
こ
は
う
す
所
長　

　

桑
原
綾あ

や
こ子

さ
ん

▽
講
演
②　
「
不
器
用
児
へ
の
支
援
に

　

つ
い
て
」／
県
立
子
ど
も
療
育
セ

　

ン
タ
ー
作
業
療
法
士　

田
内
広ひ

ろ
こ子

　

さ
ん

●
参
加
費　

無
料

※「
特
別
支
援
教
育
」
と
は
、
子
ど

　

も
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を

　

把
握
し
、
適
切
な
指
導
や
支
援
を

　

行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会　

発
達
支
援
相

談
室（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
２
３
）
９
２
５
５

「
特
別
支
援
教
育
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
」
の
ご
案
内

●開催日　８月14日（月）

※雨天時は15日（火）

●場所　豊秋河原

●主な催し

・午後７時ごろ～　和紙行灯

・午後８時ごろ～　打ち上げ開始

【主催・問い合わせ】

五十崎商工連盟（担当：亀岡）

☎０９０（８６９７）０７７０

●開催日　８月15日（火）

※雨天時は16日（水）

●場所　寺村商店街

●主な催し

・午後６時20分～　国体集火式

・午後６時50分～　ライブ演奏

・午後８時～　第１回花火打ち上げ

・午後９時～　第２回花火打ち上げ

【主催・問い合わせ】

内子町役場小田支所

☎０８９２（５２）３１１１

花火の夏が、やってきた
――　みんなで内子の花火を楽しもう　――

寺村山の神「火祭り」 いかざき夏まつり花火大会
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◀「山の神」の火文字と花火の競演

　　　　豊秋橋から見る花火は大迫力▶

ねんきん　　＆
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も
新
し
く
な
り
ま
す
。
自
動
更
新

　

で
は
な
い
の
で
、
引
き
続
き
認
定

　

証
が
必
要
な
人
は
、
係
で
申
請
の

　

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

₂
自
己
負
担
限
度
額
の
見
直
し

　

持
続
可
能
な
制
度
に
す
る
た
め
、

自
己
負
担
限
度
額
を
、
左
の
表
の
よ

う
に
見
直
し
ま
す
。
世
代
間
や
世
代

内
の
公
平
性
や
低
所
得
者
に
配
慮
し

な
が
ら
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

₁
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
を
更
新

　

国
民
健
康
保
険
の
新
し
い
保
険
証

を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
。
８

月
１
日
か
ら
は
届
い
た
保
険
証
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
届
い
て
い

な
い
人
は
、
お
手
数
で
す
が
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

国
保
の
被
保
険
者

●
有
効
期
限　

30
年
７
月
31
日

※「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額

　

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
ご
確
認
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
が
変
わ
り
ま
す
―
―
。

29年８月から
区　分 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）

現役並み
所得者 57,600円　 変更なし

一　般    14,000円※3 57,600円

29年７月まで
区　分 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）

現役並み
所得者 44,400円　 80,100円＋（医療費の総額※１

－267,000円）×１㌫  ※２

一　般 12,000円　 44,400円　

■自己負担限度額（月額／ 70歳以上75歳未満の人）

※１  医療費の総額が267,000円以下の場合、（　）内は０円とする。
※２  過去12カ月間に世帯単位の高額医療費が４回以上あった場合、

４回目以降の自己負担限度額は、44,400円。
※３  ８月１日～翌年７月31日までの自己負担額の上限は144,000円。
※注  住民税非課税の世帯は、負担限度額の変更はありません。

　立川志の輔さんの弟子・立川志の春さんが内子町に滞
在し、町内の学校や福祉施設で訪問公演などを行います。
初心者でも楽しめる落語講座や志の春さんの落語会もあ
ります。この機会に落語の楽しさに触れてみませんか。

《落語講座》
●日時　９月４、５、７、９日の４日間、午後７時～９時
※ 10日の「立川志の春落語会」で成果発表をします。
●場所　内子座
●受講料　2,000円　●定員　10人
●申込方法　電話でお申し込みください。

《立川志の春落語会》
●日時　９月10日（日）午後１時～
●入場料　500円（全席自由）
※チケットは町並・地域振興課、内子座で購入できます。
【申込・問い合わせ】
町並・地域振興課　伝統文化施設係（内子分庁内）
☎０８９３（４４）２１１８

立川志の春プロフィール

平成14年に入門し、23年１月「志の春」のまま２つ目昇進。
立川志の輔さんの３番弟子。古典落語、新作落語の他、英
語落語を演じている。大学や企業で英語落語を交えた講
演を多数行っている。

立川志の春 落語講座＆落語会
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